



































関連についての考察が始まる。第 2 章と第 3 章では、『東亜日報』『京城日報』とい
った韓国で発刊された新聞、また賀川自身が執筆した随筆や小説等を元に、賀川の
訪韓の日毎の足跡を丁寧にたどる。賀川の訪韓は 1920、1924、1929、1938、1939





















































































　著者によれば、2009 年の賀川献身 100 年以降、韓国における賀川研究の機運が
少しばかり高まっている、という。賀川の活動と思想が、韓国のキリスト教福祉史
の中でいかなるインパクトを与えたかに加えて、韓国の現代的な文脈の中でどのよ
うな意義を持つのかについても、著者からのさらなる提言を今後期待したい。
